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一部の人類のみ
圧倒的に増えた
（新人ホモ・サピエンス）

600万

現在

年前

現在は、人類進化史
における極限状態

500万

400万

300万

200万

100万

頑丈型猿人

原人

旧人

華奢型猿人

初期猿人

原人

© Copyright Smithsonian Institution (2020/12/9)

絶滅

絶滅

絶滅

人類の多様性の幅

新人 絶滅

絶滅

絶滅
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馬場2000

頑丈型猿人

猿人は二足歩行、大きな臼歯、脳は小さい



石器 → 食料の多様化
動物解体、骨髄の抽出や植物質食料の加工
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ウシ科 ワニ？ カメ

ナマズ

サイ

カメ

カメ Braun et al. 2010



ハンドアックスによる中・大型獣の解体
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ウマやシカ、サイ、ゾウなど

ストリンガー＆アンドリュース2008
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https://www.nissin-sugar.co.jp/sugarlab/secret/08/

ぜいたくな脳が大きくなるには、エネルギーの確保が必要だった
それを助けた道具が石器だった

石器を用いた肉食の増加

リバーマン 2015 「人体600万年史」

消化エネルギー
の縮小
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体と行動の共進化
・直立姿勢の発達
・歯の縮小
・脳の拡大

・石器などの道具
・火の利用
・食料の多様化
・地理分布拡大



出産や育児での相互扶助が人間の社会性を進化させただろう

◼ 脳が拡大化した人類は、小さな頭
と体で生まれてこなければならない

→育児の負担増

◼ 幼児と母親は安全な場所にとどま
る。他のメンバーが食物を持ち帰っ
て分配した方が有利。

→社会性・計画性の促進

◼ 育児と子供期間の延長

→学習や教育の機会の増加



狩猟とはじめとする協力行動は、モラルの進化を促す要因だった

日経サイエンス2018年12月号



肩高 4m
アフリカゾウの2倍
マンモスより大きい

アンティークスゾウ
3122個の骨（70頭以上）

ノイマルク・ノルト第１遺跡（ドイツ中部）

12.5万年前の湖畔（2000年間の堆積）

更新世において陸上最大の哺乳類

アンティクースゾウの狩猟

500m

湖

沼地に追い込んだ

Gaudzinski-Windheuser et al., Sci. Adv. 9, eadd8186 (2023)



ネアンデルタール

フローレス原人

30万～20万年前

デニソワ人

ルソン原人

ホモ・サピエンス

サピエンスがアフリカで出現した頃、
ユーラシアには旧人や原人がいた
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ロシア

ホモ・サピエンス

アラビア半島

調査地

19万～5万年前 旧人と同時代

5万年前以降 広域拡散と旧人絶滅
何が起きたのか？



Kadowaki 2013, 門脇2016, Kadowaki et al. 2021

新人とネアンデルター
ルの共存

新人のみ存続 新人の増加

ホモ・サピエンスのみが生き残った時期

7.5万年 5万年 3万年前
中部旧石器後期 上部旧石器初期 上部旧石器前期 

4.5万年前

ルヴァロワ技法 石刃技法 小石刃技法

地中海

紅海



ルヴァロワ・ポイント

Boeda et al. 1999

野生ロバに刺さった槍先（シリア）

6cm

旧人と新人の両方がいた頃の狩猟具



3万～
4万年前

4万～
5万年前

5万～
7万年前

新人

新人

新人

旧人

大きくて薄い石器

分厚くて細長い石器

小さくて細長い石器

かつては共存した旧人が絶滅した時、何が起こったか

小型石器の増加
（狩猟具のイノベーション）

依然として大きい

大きく立派な石器で狩猟
動物資源の枯渇

石器に大きな変化
はなかった。



地中海

紅海

旧人と新人共存の時代新人のみになった時代

55km

15km遠隔資源を入手

死海

海産貝殻

185km

移動範囲の拡大および集団交流の発達

ヨルダン
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中東～ヨーロッパ南部では4.5万～3.4万年のあいだ、カゴ形
のビーズが広まった（種類や素材が違っても形態は類似）

門脇 2022
Stiner 2014

歯や石もカゴ形ビーズ
に加工された

近隣集団とのビーズ贈与を通した社会交流 → 協力関係？



3万～
4万年前

4万～
5万年前

5万～
7万年前

新人

新人

新人

旧人

大きくて薄い石器

分厚くて細長い石器

小さくて細長い石器
異なる環境とのつながり

（海の貝殻象徴品）

ダチョウの卵殻

ネアンデルタール人が絶滅した時、
異なる環境とのつながりが発達していた。



3万～
4万年前

4万～
5万年前

5万～
7万年前

新人

新人

新人

旧人

大きくて薄い石器

分厚くて細長い石器

小さくて細長い石器
異なる環境
とのつながり

小
型
動
物
の
狩
猟
増
加

中
・大
型
獣
狙
い

ダチョウ

イワシャコ

ウサギ

道具技術 社会関係 食料調達

西アジアで旧人が絶滅した時、何が起きていたか？

多面的な行動変化が生じていた（資源の不安定化への対応だろう）

ウシ

ウマ

石器のイノベーション

社会交流網の発達
食料の変化

社会交流網がまず発達し、相互扶助やイノベ
ーションの共有が促進されたのではないか。



石刃尖頭器

ビーズ

ビーズ
壁画

彫像

楽器

ビーズ

ビーズペンダント石刃尖頭器

細石器

ビーズ

海産資源
の利用

細石器

ペンダントとビーズ

磨製石斧 航海技術

壁画

不定形
剥片

Zwyns
2014

Kadowaki 
et al 2015

Ambrose 1998

Ohmi 1991

Conard et 
al 2009

O’Connor
2015

Ono et al 2015

Bodes 2006

Aubertet
al 2014

国立科学博物館
日向林B遺跡

石刃尖頭器

Chauvet Cave

Abri Castanet

Hohle Fels

ビーズ

Brumm et al 2017

新人の拡散先における多様な
技術適応には、ビーズなどの
アートが伴った。
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人間が生まれながらに秀でているのは社会認知スキル

日経サイエンス2014年12月号

マイケル・トマセロらによる実験
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600万

現在

年前

「人間の多様性」の
尊重に向けた教育

500万

400万

300万

200万

100万

頑丈型猿人

原人

旧人

華奢型猿人

初期猿人

原人

© Copyright Smithsonian Institution (2020/12/9)

絶滅

絶滅

絶滅

人類の多様性の幅

新人 絶滅

絶滅

絶滅

人類の存続にとって何が重要だった？

協力行動や社会交流、それを促す社会
認知能力が重要だったのでないか。



まとめ
1. 人類進化における最大の謎

• 人口は圧倒的に多いのに、生物学的な多様性は低い。なぜ？

• なぜホモ・サピエンス（新人）のみが増加したのか？

2. 文化と身体、心の関係

• 文化や行動（石器や火の使用、居住範囲の拡大）が、脳の拡大や歯の縮小な
ど体の変化と相互に影響を与え合っていた。

• 特に狩猟行動や難産の問題は、協力行動やそれに関わるモラルの進化を促し
ただろう。

3. ネアンデルタール人が絶滅した時に何が起こっていたか？

• ネアンデルタール人がいた頃に狩猟技術は既に発達していた。それが一因と
もなって食料資源の枯渇が生じていた。

• 狩猟具のさらなる発達よりも前に、社会交流網の発達があった。

4. 当時の社会変化はどのような「人間性の進化」を示すか？ 光と影

• 「仲良く」全部の集団が存続したのではない（ネアンデルタールは絶滅した）。

• 社会交流網に入った集団とそうでない集団がいた。「集団内の協力」は「集
団間の競争」を生んだか？ 後者は避けられないものなのか？
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